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１．研究計画の概要 

 本研究では，アジア経済が「イノベーション拠
点」ともなりつつある現状を踏まえ，知識基盤型
産業発展を可能にしているグローバルおよびロ
ーカルなメカニズムを明らかにすることを，第１の
目的とする．また，こうした変化はとりわけ後発の
BRICs 諸国において顕著であるから，先発の
NIEs 諸国の段階での発展パタンと，BRICs 諸国
のパタンとを識別・比較分析することも，本研究
の第２の目的である．上記の傾向は，とくに IT関
連産業において顕著であるから，IT 関連産業を
主要対象とし，自動車関連産業を比較対象とし
て，詳細な知見を得るために，インド，中国，バ
ングラデシュ，タイ，フィリピンで現地調査を行う．
したがって，IT 関連部門が生み出す発展メカニ
ズムの固有性・特殊性を，既存産業の場合との
対比において明らかにし，また同じ BRICs に属
するインドおよび中国の発展メカニズムの相違を，
IT 関連産業という限定的な視角からではあるが
一定程度明らかにすることが，本研究の第３の
目的である． 
 
２．研究の進捗状況 

(1)インド（バンガロール，デリー，ハイデラ
バード，プネ），バングラデシュ，フィリピ
ン，中国（大連）の各地で，IT 企業・政府機
関・業界団体などを対象とした聞き取り調査
を数次にわたり実施した．それにより，①主
要な対象マーケット，②能力開発，③人材育
成・確保と労務管理，④産業クラスターとの
関係，⑤今後の戦略などの諸点について，詳
細な知見を得ることができた．この知見は，
次の(2)に挙げるアンケート調査票作成およ
び実施に非常に有益であった． 

(2)インド（バンガロール，グルガオン，ノイ
ダ）およびバングラデシュの IT 企業を対象

に，アンケート調査を実施した．先行研究で
は十分な分析対象とされてこなかった中小
IT 企業に焦点を当てて，体系的な調査を行っ
た点が，本調査の特筆すべき点である．本格
的な分析は今年度に行うが，昨年度行った予
備的分析によれば，この調査によって，個別
企業の能力形成にとって産業クラスターが
持つ意味を相当程度明らかにし得たと考え
ている．同じ調査は今年度，中国・北京でも
行う予定である． 

(3)調査対象地域を含む BRICs 段階の産業発
展を，世界経済のマクロ的動態の中に位置づ
ける研究を行った．この研究により，上記の
ようないわばミクロ的な把握が，どのような
歴史的発展の中に位置づけうるのか，またグ
ローバル経済のなかにいかに位置づけうる
のかを明らかにすることができたと考えて
いる． 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している． 

 その理由は，聞き取り調査およびアンケー
ト調査の実査がおおむね予定通りに進捗し
ているためである．また，中国調査は協力者
の都合上，最終年度に持ち越さざるを得なか
ったものの，実査の打合せを済ませており，
今年度に実施可能であるためである． 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)上記の通り，中国でのアンケート調査の
実査を行い，速やかに分析を行い，インドで
得られた結果と比較する． 
(2)今年度は最終年度なので，12 月に名古屋
で，研究を総括するための国際シンポジウム
を開催する．インド，バングラデシュ，中国
より研究者を招聘し，報告・討論を行う．こ
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の結果を本共同研究の代表的な成果物とし
て，英文出版する予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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